
令和元年度第１回日光市総合教育会議次第 

 

日 時：令和元年６月２６日（水）午後２時～ 

場 所：本庁舎３階 大会議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 市長あいさつ 

 

 

３ 会議の運営事項について 参考１～３ 

 

 

４ 報告事項 

(１) 公共施設マネジメントの取組状況について  資料１－１、１－２ 

 

(２) 日光明峰高等学校支援について       資料２ 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉会 

 



日光市総合教育会議構成員名簿  

 

機 関  役 職  氏 名  備 考  

市長部局  市長  大 嶋 一 生   

教育委員会  教育長  齋 藤 孝 雄   

教育委員会  

教育委員  

（職務代理者）  

髙 井 孝 美   

教育委員会  教育委員  手 塚 美智雄   

教育委員会  教育委員  池 田 由美子   

教育委員会  教育委員  藤 本 亮 純   

教育委員会  教育委員  速 水 茂 希   
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   日光市総合教育会議設置要綱 

 （設置） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）

第１条の４第１項の規定に基づき、当市の教育の振興に資するため、日光市総合

教育会議（以下「総合教育会議」という。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第２条 総合教育会議は、次に掲げる事項の協議及びこれらに関する次条に規定す

る構成員の事務の調整を行う。 

 (１) 当市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱の策定に関

すること。 

 (２) 本市の教育を行うための諸条件の整備その他の地域の実情に応じた教育、

学術及び文化の振興を図るため重点的に講ずべき施策に関すること。 

 (３) 児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じ、又はまさに被害が生じる

おそれがあると見込まれる場合等の緊急の場合に講ずべき措置に関すること。 

 （構成員） 

第３条 総合教育会議は、市長及び日光市教育委員会（以下「教育委員会」という。） 

をもって構成する。 

 （招集） 

第４条 総合教育会議は、市長が招集する。 

２ 教育委員会は、その権限に属する事務について協議する必要があると思料する

ときは、市長に対し、協議すべき具体的事項を示して、総合教育会議の招集を求

めることができる。 

 （意見聴取） 

第５条 総合教育会議は、第２条の協議を行うに当たって必要があると認めるとき

は、関係者又は学識経験を有する者から、当該協議すべき事項に関して意見を聴

くことができる。 

 （会議の公開） 

第６条 総合教育会議は、公開するものとする。ただし、個人の秘密を保つため必

要があると認めるとき、又は総合教育会議の公正が害されるおそれがあると認め

るときその他公益上必要があると認めるときは、この限りでない。 

 （議事録） 

【参考１】 
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第７条 市長は、総合教育会議の終了後、遅滞なく、その議事録を作成し、これを

公表するよう努めるものとする。ただし、前条ただし書の規定により、総合教育

会議を公開しなかった場合においては、公表しないものとする。 

 （調整結果の尊重） 

第８条 市長及び教育委員会は、総合教育会議において事務の調整が行われた事項

については、その調整の結果を尊重しなければならない。  

 （事務局） 

第９条 総合教育会議の事務局は、総合政策部総合政策課に置く。 

 （その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、総合教育会議の運営に関し必要な事項は、

総合教育会議が定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成２７年５月２０日から施行する。 
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   日光市総合教育会議運営要領 

 （目的） 

第１条 この要領は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２

号。以下「法」という。）第１条の４第１項の規定に基づき設置する日光市総合教育会議（以

下「総合教育会議」という。）の円滑な運営に関し、法第１条の４第９項の規定により必要

な事項を定めるものとする。 

 （開催時期） 

第２条 総合教育会議は、原則として毎年６月及び１１月を目途として開催するものとする。 

２ 市長は、前項のほか必要に応じて総合教育会議を開催することができる。 

 （招集） 

第３条 市長は、総合教育会議を招集しようとするときは、議事日程を作成し、開催日７日

前までに日光市教育委員会（以下「教育委員会」という。）に通知しなければならない。た

だし、緊急を要する場合又はこれによらない特段の事情がある場合においては、この限り

でない。 

２ 教育委員会は、前項の規定により通知を受けたときは、招集の当日指定の時間までに指

定の場所に参集しなければならない。この場合において、招集に応じることができないと

きは、その理由を付して総合教育会議の開会前までに市長に届け出なければならない。 

３ 市長は、法第１条の４第４項の規定により、教育委員会から招集の請求があったときは、

速やかに総合教育会議を招集するものとする。 

 （会議） 

第４条 総合教育会議の会議（以下「会議」という。）は、法第１条の４第２項の規定による

構成員（以下「構成員」という。）のうち、市長及び教育長のほか２名の出席で成立するも

のとする。ただし、緊急を要する場合においては、市長及び教育長の出席で成立するもの

とする。 

２ 前項ただし書の規定により、市長及び教育長の出席により会議を実施したときは、当該

会議内容を速やかに他の構成員に知らせなければならない。 

３ 法第１条の４第６項ただし書の規定に該当すると認められる場合において会議を公開し

ないときは、市長又は構成員の発議により、出席者の３分の２以上の承諾が得られた場合

は公開しない。 

４ 会議は、市長が議事を進行するものとする。 

 （議事録） 

【参考２】 
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第５条 法第１条の４第７項の規定により作成する議事録には、次の事項を記載しなければ

ならない。 

 (１) 開催日時及び場所 

 (２) 出席者の職及び氏名 

 (３) 議題及び議事の要旨 

 (４) その他市長が会議に諮って必要と認めた事項 

２ 議事録には、会議で決定した構成員２名が署名しなければならない。 

３ 法第１条の４第６項ただし書による場合であって、前条第３項ただし書の規定により公

開しない決定がされた会議の議事録は、公表しないものとする。ただし、一定の期間を経

過後に公表することができると認められる内容の議事録である場合においては、総合教育

会議において公表しない期間を定め、期間の到来を待って公表することができる。 

４ 総合教育会議は、前項ただし書の規定による公表しない期間について延長をする必要が

あると認めたときは、これを延長することができる。 

 （関係者等の出席） 

第６条 総合教育会議は、会議の議事に必要と認めたときは、関係者、学識経験者又は職員

を出席させることができる。 

 （周知・公表） 

第７条 総合教育会議の開催については、第３条第１項の規定による教育委員会への招集の

通知にあわせて日光市公式ホームページにおいてその内容を周知するものとする。 

２ 議事録の公表は、第５条第３項の規定により公表しないとされたものを除き、市長が議

事録を調整後速やかに日光市公式ホームページに掲載することによって公表するものとす

る。 

 （事務局） 

第８条 総合教育会議の運営に関する事務は、総合政策部総合政策課において処理する。 

 （その他） 

第９条 この規定に定めるもののほか、総合教育会議の運営に関し必要な事項は、総合教育

会議の協議により別に定める。 

   附 則 

この要領は、平成２７年５月２９日から適用する。ただし、第３条の規定は、この要領の

適用前において招集する会議の招集から適用する。 

附 則 
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この要領は、平成２８年６月２８日から適用する。 

 附 則 

この要領は、平成２９年６月２６日から適用する。 
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   日光市総合教育会議傍聴基準 

 （趣旨） 

第１条 この基準は、日光市総合教育会議（以下「総合教育会議」という。）の傍聴に関

して必要な事項を定めるものとする。 

 （傍聴の受付） 

第２条 総合教育会議の会議（以下「会議」という。）を傍聴しようとする者は、会議当

日受付で会議傍聴受付簿に必要事項を記載するものとする。 

２ 傍聴の受付は、会議開始１０分前までに行うものとする。ただし、会議開始１０分

前に、傍聴しようとする者が次条に定める定員に満たない場合は、この限りでない。 

３ 傍聴することができる者は、先着順とし、傍聴の受付が次条に定める定員になりし

だい当該受付を終了する。 

 （傍聴人の定員） 

第３条 傍聴人の定員は、１０人とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、総合教育会議は、会議の開催場所の規模等を勘案して傍

聴人の定員を定めることができる。 

 （傍聴席以外の構成員席等への入場禁止） 

第４条 傍聴人は、いかなる理由があっても傍聴席以外の構成員席等へ入ることができ

ない。 

 （傍聴することができない者） 

第５条 次のいずれかに該当する者は、傍聴することができない。 

 (１) 銃器、棒、その他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれのある物を携帯し

ている者 

 (２) 張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼり、垂れ幕、かさの類を携帯し

ている者 

 (３) はち巻、腕章（報道関係者が着用する腕章は除く。）、たすき、ゼッケン、ヘル

メットの類を着用し、又は携帯している者 

 (４) ラジオ、拡声器、無線機、マイク、録音機、写真機、映写機の類を携帯してい

る者（事前に市長の許可を得たものを除く。） 

 (５) 笛、ラッパ、太鼓その他の楽器を携帯している者 

 (６) 酒気を帯びている又は酒気を帯びていると認められる者 

 (７) 異様な服装をしている者 

【参考３】 
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 (８) その他会議を妨害することを疑うに足りる顕著な事情が認められる者 

２ 総合教育会議は、必要と認めたときは、傍聴人に対し、前項第１号から第５号まで

に規定する物品を携帯しているか否かを係員に質問させることができる。 

３ 総合教育会議は、前項の質問を受けた者がこれに応じないときは、その者の入場を

禁止することができる。 

４ 児童及び乳幼児は、傍聴席に入ることができない。ただし、総合教育会議の許可を

得た場合は、この限りでない。 

 （傍聴人の順守事項） 

第６条 傍聴人は、傍聴に当たり、静粛を旨とし、次の事項を順守しなければならない。 

 (１) 拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。 

 (２) 騒ぎ立てる等会議を妨害しないこと。 

 (３) 飲食又は喫煙をしないこと。 

 (４) 写真撮影、録画、録音をしないこと。ただし、あらかじめ総合教育会議の許可

を受けた場合は、この限りでない。 

 (５) 携帯電話等の無線機器を使用しないこと。 

 (６) その他会場の秩序を乱し、会議の支障となる行為をしないこと。 

 （係員の指示） 

第７条 傍聴人は、すべて係員の指示に従わなければならない。 

 （傍聴人の退場） 

第８条 傍聴人がこの基準に違反するときは、総合教育会議は、係員をして、これを制

止し、その命令に従わないときは、これを退場させることができる。 

２ 傍聴人は、日光市総合教育会議運営要領第４条第３項の規定により、総合教育会議

を非公開とする場合は、速やかに退場しなければならない。 

 （報道関係者の取扱い） 

第９条 報道関係者は、第２条及び第３条の規定に係らず、公開の会議を傍聴すること

ができる。ただし、所属のわかる腕章を着用するものとする。 

２ 第４条から第８条までの規定は、報道関係者が公開の会議を傍聴する場合に準用す

る。この場合において、「傍聴人」とあるのは「報道関係者」と、「傍聴席」とあるの

は「報道関係者席」と読み替えるものとする。 

   附 則 

 この基準は、平成２７年５月２９日から適用する。 
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令和元年度第１回日光市総合教育会議出席者（説明員ほか） 

 

部局 課名 役職名 氏名 備考 

企画総務部  部長 近 藤  好  

財務部 資産経営課 課長 小 林 岳 英  

〃 〃 副主幹 斎 藤 朋 子  

教育委員会  次長 川 田 盛 雄  

〃 学校教育課 課長 伊 東  剛   

〃 〃 係長 湯 澤 智 則  

事務局 総合政策課 課長 鈴 木 和 仁  

〃 〃 課長補佐 高 村 光 康  

〃 〃 副主幹 菊 池 宏 江  

〃 〃 副主幹 和 田 直 樹  

〃 〃 副主幹 大 塚  正  
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日光明峰高等学校支援について 

日光明峰高等学校の存続に向けては、学校運営協議会での協議内容等を踏まえ、市とし

ての支援策を検討し、即効性のある取組を優先して対応することとする。 

 

Ⅰ．主な協議事項と市の対応方針                                          

① 日光明峰高校に対して保護者や生徒が抱いているイメージの向上や廃校になるとい

った噂の払拭など、イメージアップを図る取組が必要である。 

                  

 

 

 

 

 

② アイスホッケー等の部活動を希望する生徒を全国から受け入れるための宿泊施設の

確保が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 市内の生徒を増やすため、通学費に対する補助など経済的負担を減らす取組が必要

である。 

 

 

 

 

 

④ 日光の地域性を活かした学習の場の充実や企業との連携による高校卒業から就職へ

つなぐ仕組みづくりなど、学校の魅力を向上させる取組が必要である。 

 

 

 

 

 

・イメージアップを図る取組みについては、高校自体の魅力や在校生の活動につ

いて高校が主体的に広報を行い、その取組に対して、市の主催するイベントや広

報紙を活用する。⇒ 即効性のある取組として優先して対応 

 

・平成３１年度入学生からアイスホッケー・スピードスケート部員に限り２０

パーセントの県外からの入学制限枠が撤廃された。これにより県外からの入

学生を対象とした宿泊施設の確保については、入学者増につながるため、環

境づくりとして支援する。⇒ 市営住宅の活用、下宿所の運営予定者に対す

る支援 

・奨学金貸付制度の活用を推進するとともに、通学費補助については、その効果

や財政負担を考慮し研究を進める。⇒ 奨学金貸付制度の活用 

・学校の魅力を向上させる取組については、市内、県内はもとより、全国から生

徒を集める効果が期待できるもので、存続の鍵となるものである。 

・このため、栃木県教育委員会や学校、地域の関係者等との連携を強化し、その

他の支援と合わせて、長期視点にたった支援を研究する。 

資料２ 

企画総務部総合政策課 
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Ⅱ．具体的な市の支援策等                               

① イメージアップを図る取組（即効性のある取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 宿泊施設を確保するための取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 経済的負担を減らすための取組 

 

 

 

 

 

④ その他取組 

 

 

 

【広報活動への支援】 

・人権ミニフェスタ開催時に高校の PR 動画を放映 

・高校が実施している地域貢献活動を広報にっこうに掲載予定 

・在校生が高校存続に向けた取組を考える機会を提供するため、「高校生 

アカデミー」を開催し、活動内容を広報にっこうに掲載予定 

・高校が実施している地域貢献活動・ボランティアなどの発表機会の提供

（令和元年度ボランティアフェスタへの参加を予定）。 

 

【下宿所の運営予定者に対する支援】 

・民間の施設を借上げて２０人規模の受入が可能な下宿所の運営を予定 

する者に対し、下宿所の円滑な開設、安定かつ継続的に運営するために開

設費、運営費を支援。 

開設に対する支援（平成３０年度） 

下宿所の運営予定者が整備する厨房機器などの購入費用に対し補助。 

補助額  備品購入費の１／２（上限１００万円） 

運営に対する支援（令和２年度～令和４年度） 

 開設当初は、下宿者数が少ないことから、開設後３年間は下宿者数に応

じ、運営費の一部を補助。 

【市営住宅の活用】 

・入学のための住居として花石町市営住宅を斡旋 

→（平成 31 年度入学生 1 名活用） 

【奨学金貸付制度の活用】 

・高校生への貸付も可能であることを周知 

  →令和 2 年度入学生学校説明会において周知を進める予定 

【要望】 

・日光市長から栃木県へ日光明峰高等学校存続の要望書を提出 
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Ⅲ．日光明峰高等学校独自の取組                           

  

◆平成３０年度の主な取組 

① 学校説明会 

・アイスホッケーの練習を公開（於；霧降アリーナ） 

・日光明峰高校魅力化プロジェクトで作成した学校案内 DVD 放映 

② 中学校訪問 

 ・高校受験を控えた中学３年生（上都賀地区の全中学校）を訪問。 

   ※一部、訪問する中学校を卒業した明峰高校生も同行 

③ 日光明峰だよりの発行 

 ・明峰高校の情報チラシを地元企業の協力を得て発行、広報にっこうと同時に配布 

④ 学校魅力化推進費の活用 

 ・栃木県予算を活用し、タブレット・テレビ・エアロバイクを購入。学習・部活 

等の環境整備を進めた。 

⑤ 先進校視察 

 ・岡山県和気関谷高校（関谷学） 

 ・烏山高校（烏山学） 

 

 ◆今後の検討する取組 

 

① 入学者の再募集について 

 ・学校運営協議会から特例高に限り、県立高校合格発表後の再募集実施を要望 

② 日光明峰高校だよりの拡充 

 ・市内小中学校への配布拡充 

③ 地域行事への積極的参加 

④ ホームページの充実、SNS の活用 

⑤ 「日光学」の充実 

 

 

 




